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1-5　遅羽町住民協議会

バンビラインハイキングコース整備

　毎年4月上旬に開催する『カタクリまつりとバンビライ
ンハイキング』をはじめ、年間を通じて多くの方にバンビ
ラインを楽しんでもらえるよう、コースの草刈りや枯木伐
採、危険箇所のロープ張り、看板設置などの整備を行い
ました。

1-4　荒土町ふるさとづくり推進協議会

炭焼き

　今年は830㎏程の木炭を生産しました。余剰原木を利用
したなめこ栽培にも挑戦し、秋に一部の木からなめこを
収穫することができました。又、木炭になった竹炭を
使って「合格祈願の御炭付き」のユニ－クな発想で小学生
がお守りを作成し、受験生に無料で配布しました。

1-3　NPO法人 まちづくりのむきの会
野向ジオサイトめぐり
　野向町のシンボルとなっている山「高尾岳（通称：高尾
山）」と、地域を象徴する河川「滝波川及び野津又川」に
沿って散策しました。山や河川は、雪崩、土砂崩れや洪水
などの自然災害を引き起こしてきましたが、野向町の人
たちは山や川と共存して、これまで暮らし続けています。
野向町の人々の暮らし（エゴマ栽培）等とどのように関わっ
ているか体験しました。

1-2　まちづくり・むろこの会

村岡山の整備

　山頂からの見晴らしをよくするため、枯れ木の伐採や、
草刈りを行いました。また、登りにくい箇所に階段を設置
したり、ベンチに防腐剤を塗布する等、より快適に登って
もらえるよう整備しました。

1-1　平泉寺町まちづくり推進協議会

白山平泉寺参道燈明プロジェクトⅨと
フォトコンテスト

　大晦日の深夜に雪に包まれた白山平泉寺の参道を心温
まる竹燈明330基で浮かび上がらせて新年を迎えていた
だきました。また、燈明プロジェクトを題材とした写真を
募集するフォトコンテストを併せて実施しました。
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1-10　北谷食産グループ

休耕田を利用して雑穀の増産事業

　北谷町特産のキビ、粟の雑穀を復活するため15年前
から北谷食産グル―プが栽培、販売し続けてきたところ、
健康食である雑穀ブ―ムで「北谷の雑穀」として少しずつ
人気が出始めてきたため休耕田を利用して雑穀の増産に
取り組みました。

1-9　むろこ女性の会

ジオウォーキング in 長尾山

　ジオcaféの一環で、久しぶりの会員と新緑の長尾山公園
を散策しました。密に気を配りながらですが、恐竜の森の
ガイドのもと、楽しく歩くことが出来ました。地元でも
ある長尾山を少しでも知る機会となりました。

1-8  NPO法人  せいきコミュニティスポーツクラブ

　コロナ禍で、いろんなスポーツ活動が中止され悩んだ
結果、こんな時だからこそみんなの力を一つにして、正しい
感染予防策を講じて、ソーシャルウォーキングのスポーツ
ツーリズムで「石がたり」のストーリー化に取り組んで
います。

1-7　沢山会
米作り体験学習とジオパーク
　毎年、成器西小学校5年生に田植えと稲刈りの体験学習
を実施しています。田植えは、新型コロナウイルス感染
症拡大防止から中止し、秋の収穫体験のみ実施すること
ができました。後日、西校で大地の恵みに感謝する「感謝
の会」が開かれ、町澄秋学芸員と共に参加しました。町
学芸員には、勝山で恐竜化石が見つかるために欠かせな
かった大地の活動と稲作が営まれる場所の大地の成り立
ちとの関係について説明していただきました。

1-6　谷はやし込み保存会

春期のほおば会

　谷はやし込み保存会主催、春期ほおば会はコロナ感染
症拡大防止のため県内外には中止のお知らせをし、谷区
民と会員のみ約30名で5月24日開催致しました。各事業は
例年通り行い、区民会員の相互の親睦を図りました。又来
年の再会を約束しました。
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1-12　壇ヶ城会

登山道整備（細道の拡幅）

　今日はこけら落とし！階段敷設後初めてのお客様、荒土
小学校親子20数名が来場。境内で宝探し（水晶）後登山
開始、拡幅予定箇所を恐る恐る通過、新設の階段を踏み
締めて悠々天守台へ到着。絶景に、皆が思いは戦国時代に
夢現。

1-13　M'sかっちゃま恐竜の里工房

恐竜手ぬぐいで勝山をPR

　恐竜化石の産出で全国的にも有名な勝山市ですが、実際
に勝山で見つかった恐竜をモチーフにしたお土産があまり
ありませんでした。そこで勝山から見つかっている5種類
の恐竜をデザインした手ぬぐいを作成しました。

2-2　杉の子ふるさと発信隊

平泉寺の魅力発信！杉の子ふるさと発信隊！

　平泉寺に伝わる昔話の舞台やジオサイトを見学し、保護
者や地域に魅力を発信しました。また、日本遺産認定で
交流が始まった一乗小学校の児童に白山平泉寺を案内しま
した。今後は、『平泉寺の語り部』として観光客などにも
発信したいと思っています。

1-11　合同会社グループロテク

どじょうの養殖で勝山の活性化を！

　勝山の新名物を目指して、白山平泉寺どじょうをブラ
ンド化し、平泉寺はもちろん勝山市の活性化を目的として
います。現在は、キッチンカーでの販売、道の駅への出品、
活魚として居酒屋等への販売を行っています。

2-1　荒土ふるさと大好きプロジェクト

荒土町の魅力を学び発信

　各学年がテーマを決め荒土町の魅力を学び、様々な方法
で発信しています。特に３年生は、町のすばらしい景観を
写真に収め、絵葉書にして多くの人に届けます。
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3-5　いのせボーノくらぶ

猪野瀬文化祭にてボーノアピール

　11月3日～8日、猪野瀬文化祭展示において、いのせ
ボーノくらぶの活動内容を写真、チラシ等でアピール。
来場者からは「頑張っているね」「活動応援します」との
声が聞かれ、今後の活動の大きな力を得ました。

3-4　(公社)勝山青年会議所

勝山左義長まつり参画事業

　コロナ禍の中ではありましたが、令和2年2月の勝山
左義長まつりに参画いたしました。アサラトと呼ばれる
民族楽器を体験制作してもらい、左義長のリズムに合わせ
ながら祭りを盛り上げていただきました。

3-3　縄文の里料理研究会

雪室活用で夢膨らむ！ 

　勝山の雪室に半年貯蔵されていたじゃがいもを使用して
「じゃがいものガレット」を作りました。甘く、ホクホク
した味わいで好評でした。これを機会に雪室弁当に取り
組みます。お楽しみに！

3-2　猪野瀬まちづくり推進協議会

皆で歩こう！　いのせウォーキング

　平成30年から「いのせウォーキング」を開催していま
す。猪野瀬をゆっくり歩くことで、地元のすばらしさを
確認、地区住民の健康増進と親睦を深めるなどを目的と
しています。参加者にとっても、とても有意義なウォー
キングになっています。

3-1　勝山地区まちづくり協議会

勝山地区アンケート調査

　新型コロナウイルス禍において地域交流ができない状態
が続く中、これからの新しい時代のまちづくりを考える
機会を持つため、アンケート調査を行いました。寄せら
れた皆様からのご意見・アイデア等の「声」を活かし、
まちづくりを計画していこうと考えます。




